
ソリューション

Point1　スマートフォンのセンサーを使用して、
　　　　　歩行と停止の行動をリアルタイムで判定

Point2　個人の歩行行動から混雑度を計測、
　　　　　路上の混雑度や人数を推定

Point3　興味分析、スマートグラスGUI制御、広告表示制御、
　　　　　観光地ビッグデータ分析に活用

特許出願中

行動分析ソリューション
スマホセンサーから歩行と停止を判定し、各地点の行動や混雑度を分析
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スマートフォンのセンサーデータを利用して、
人の行動をリアルタイムで判定・分析
行動分析ソリューションは、スマートフォンに搭載されている各種センサーデータだけ
を使用して、人の行動を解析する技術です。
スマートフォンとのデータ通信によってのみ情報を取得・分析するため、インフラ設置
コストを大幅に削減できます。

歩行判定機能
スマートフォンからのセンサーデータを感知し、歩行中か停止中かを判定して画面表示を制御します。

●  歩きスマホの防止に
アプリケーションに組み込むことで、歩行中の画面表示を制御できるため、歩きスマホを防止することができます。

●  スマートグラスの視界確保に
スマートグラス使用時には、歩行時に操作画面の表示をオフにしたり透過させるなど、視界を妨げることが無いように画面を制御できます。

最少ひとりのデータで行動分析が可能
スマートフォンとのデータ通信から 20 メートル単位で
3 秒ごとに判定できるため、サンプリング情報が少ない
場合でも高精度な混雑分析が可能です。

システム要件
 ・iOS 版 NAVIMICHAEL　動作環境（OS）：iOS 11.0 以上、統合開発環境：Xcode 9.0.0 以上、開発言語：Swift 3.2 以上
 ・Android 版 NAVIMICHAEL　動作環境（OS）：Android OS 4.4 以上、統合開発環境：Android Studio 2.1 以上、開発言語：java

参考論文
・スマートフォンセンサから抽出した混雑度と地図情報を用いた人数推定手法の開発　第60回システム制御情報学会研究発表講演会（SCI’16）2016/05/27

●混雑度の分析
観光地やイベントなど、混雑具合をリア
ルタイムに公開できるため、混雑解消に
活用できます。（実証実験にて検証済み）

●路上の人数の把握
避難所などの最適化に向けた実証実験や
シミュレーションなどにも活用できます。
（実証実験にて検証済み）

●顧客行動の分析
停止情報から、興味や注目度など数多く
のデータを蓄積することで、顧客の傾向
を把握したり、混雑する場所のレイアウ
トの最適化など、行動マーケティング分
析に活用できます。

行動分析の用途事例

行動分析
プログラム

推定人数の分析結果

このルートが
よさそうだ

次はこの店に
行こう！

2時間待ち
でーす！

地図情報

加速度データ、位置データなど


